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建学の精神

本学のモットー■ 大学院 / 経済・経営システム研究科　■ 経済学部 / 経済学科・経営法学科・経営情報学科

富士大学広報誌

本学の教育理念は、人類の築き上げつつある学術文化を

研究・教授し、深い教養と総合的判断力を具えた豊かな

人間性を養うことによって、平和的かつ創造的な文化の

向上と活力ある社会の発展に寄与する人材を育成するに

ある。この理念に基づき、特に地球的・国際的視野の涵養、

創造的・実践的知性の開発、自発的・奉仕的精神の体得

を目標として、心身ともに健全な学生の育成を期する。

思索と行動は人生の双つの翼だ

〒025-8501  岩手県花巻市下根子 450-3　TEL0198-23-6221・FAX0198-23-5818

富士大学
新ステージの地域貢献
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富
士
大
学
の
地
域
貢
献
は

　
　
さ
ら
に
進
化
す
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
多
様
化
と

　
　
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化

　
本
学
の
運
動
部
は
、
活
動
半
世
紀
を
経
て
、
優
れ
た
指
導
者

を
慕
い
全
国
か
ら
優
秀
な
学
生
が
集
い
、
全
国
で
も
有
数
の
ス

ポ
ー
ツ
強
豪
校
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
充
実

し
た
ス
ポ
ー
ツ
資
源
（
人
材
、研
究
成
果
、施
設
・
設
備
等
）を

活
用
し
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
豊
か
な
生
活
を
送
る
社
会
の
創

造
を
目
指
し
て
、
2017
年
4
月
に「
富
士
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
自
治
体
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
力
向
上
、
修
学
と
の
両
立
支
援

に
加
え
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
以
下
の
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

富士大学スポーツ振興アカデミー

●
学
長
杯（
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）の
開
催

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

●
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
関
連
書
籍
の
貸
し
出
し

●
ス
ポ
ー
ツ
人
材
バ
ン
ク（
指
導
者
の
紹
介
、斡
旋
な
ど
）

●
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

●
住
民
の
健
康
づ
く
り
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

スポーツを通じて豊かな生活を送る社会の創造をめざして！
富士大学スポーツ振興アカデミー

（競技横断的統括組織）

富士大学のスポーツ資源（人材、研究成果、施設・設備等）を活用して、学生、教職員、地域住民とともにスポーツを通じて豊かな生活を送る社会の創造を目指します

内城寛子講師
（スポーツ振興アカデミー副アカデミー長）

学生と
ともに

教職員と
ともに

地域と
ともに

国・県
市町村
企業

高等学校
中学校
小学校

県民
市民

スポーツ愛好家
プロスポーツ

団体

大学間連携
研究機関

競技団体、
総合型地域

スポーツクラブ、
スポーツ少年団

学生の競技力向上と
修学（就職）の両立支援

【デュアルキャリア支援】
学長杯の開催、

医科学セミナーの開催、
施設やスポーツ関連書籍の貸出など

【競技力向上支援】

研修会・講習会の開催
健康づくり運動教室

シニアオープンカレッジ
施設や書籍貸出など

【健康づくり支援】

スポーツ指導のための
学生や卒業生または
教職員の紹介、斡旋など

【スポーツ人材バンク】

スポーツ価値を創造する
研究活動と成果発表、
エビデンスの蓄積など

【研究活動】
プロスポーツや競技団体の

大会サポート、
災害復興支援など

【ボランティア活動】

入
学
式

平
成 
29
年
度

　
4
月
8
日
、
花
巻
市
文
化
会
館
に
お
い
て
平
成
29
年
度

入
学
式
が
行
わ
れ
、式
に
は
入
学
生
や
保
護
者
、来
賓
、大

学
関
係
者
ら
約
600
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
入
学
生
の
呼
名
・
入
学
許
可
の
後
、
岡
田
学
長
が
式
辞

で「
富
士
大
学
は
地
域
の
自
治
体
や
企
業
等
と
一
緒
に
な
っ

て
地
域
の
経
済
や
文
化
を
守
り
育
て
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
大
学
の
主
役
で
あ
る
皆
さ
ん
が
、
関
心
を
共
有

し
、有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と

新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
、
経
済
学
科
の
柳
畑
貫
太
さ
ん

（
岩
泉
高
卒
）が
「
岩
泉
町
は
昨
年
、
台
風
10
号
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
、
ま
だ
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

す
。
故
郷
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
4
年
間
様
々
な
こ

と
を
学
ん
で
立
派
な
人
間
に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
参

り
ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
経
済
学
部
、
大
学
院
の
新
入
生
た
ち
は
、
将
来
の
目
標

に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
ご
参
列
を
い
た
だ
き
ま
し
た
衆
議
院
議
員
の
藤
原
崇
様
、

花
巻
市
長
の
上
田
東
一
様
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
の
方
々

及
び
ご
家
族
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



03 FUJI  UNIVERSITY INFORMATION

FUJ I  UNIVERSITY

地域創生論

「金融と人生設計」

　富士大学でダニエル先生の英語の授業に参加しませんか。
　毎回、一つのトピックを取り上げ、英語で話し合います。
アメリカ文化に関するエッセイを読んで、日米の文化の違
いについて考えることもあります。また、最終日には、パー
ティーを開き、簡単なメキシコ料理を作って試食します。

　大学時代は、人生のデザインを描き、社会人として自立する能力を確立
する時期です。
　本授業では、生きていくうえで役立つ人生とお金に関する知恵を、基本
から幅広く紹介します。
　人生とお金の問題は切り離せません。人生は不確実です。

公開授業
ダニエル先生の英語講座

富士大学長　岡田秀二

富士大学長　岡田秀二

　南　敏幸

西和賀町長　細井洋行

遠野市長　本田敏秋

富士大学教授　斉藤国雄

（株）木村設計A・T社長　木村清且

（株）上町家守舎代表取締役　小友康広

日本政策金融公庫　副総裁　皆川博美

NHK 盛岡放送局長　田中宏曉

農水省地域振興課　担当課長

岩泉町長　伊達勝身

富士大学副学長　中村良則

遠野バイオエナジー（株）　梶山恵司

「地域創生論」の狙いと我が国農山村地域の歴史

地域を巡る諸論説

岩手県の実態と岩手県の「地域創生政策」

奥羽山系町村の実態と「地域創生戦略」

遠野市の課題と遠野市の地域戦略

グローバリゼーションとローカリゼーション

木質社会が地域の未来を拓く

リノベーションまちづくりについて
　 ～企業経営力を応用した地域経営～

日本政策金融公庫と地域創生

言論社会が地域創生に果たす役割

農林水産省の地域創生政策（条件不利地域対策）

岩泉町の地域振興と地域創生戦略

地域経済の格差と均衡を科学する

エネルギー政策と地域再生

シンポジウム『「地域創生」の実現に向けてⅡ』
司会：岡田学長
パネリスト  :  岩手県副知事　千葉茂樹氏
　　　　　 　花巻市長　 上田東一氏
　　　　　　岩手日報社報道部長　神田由紀氏

市民のみなさんへは、
第２回・第５回・第７回・第８回の授業を公開します。

15回目

1回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

2回目

4.13

4.20

4.27

5.4

5.11

5.18

5.25

6.1

6.8

6.15

6.22

6.29

7.6

7.13

7.20

木曜日14：10～15：40

水曜日12：30～14：00

受講料（当日いただきます）
　1テーマにつき1,000円
　2回開催の場合は600円

定　員： ① 5 名程度　② 5 名程度
対　象：一般・高校生のみなさん
参加費：無料

場　所：富士大学
回　数：全 10 回
時　間： ① 15:50 ～ 16:35（45分間）
　　　　② 16:40 ～ 17:25（45分間）

①と②は同じ内容です。都合のいい方を選んでください。

事前予約は不要です。
教室にご自由にお入りください。

お問い合わせ キャリアセンター
Tel  0198-23-7933

お問い合わせ

富士大学 総務部 
Tel  0198-23-6221

お問い合わせ

富士大学 総合企画部 
Tel  0198-23-6221

4月24日（月）

5月   1日（月）

5月   8日（月）

5月15日（月）

5月22日（月）

5月29日（月）

6月   5日（月）

6月12日（月）

6月19日（月）

6月26日（月）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

回 実施日 内　　容

自己紹介、花巻と姉妹都市ホットスプリングス（アーカンソー州）

ダニエル先生が住んでいたアメリカのテキサス州

さまざまな職業

世界の教育制度、日本の教育制度とアメリカの教育制度

世界の季節、岩手の季節とアーカンソー州の季節

世界のスポーツ

家族

ライフスタイルとマナー

食と文化

テキサス式パーティー（メキシコ料理とゲーム）

女子学生のためのキャリア形成論

「色のチカラと多色配色調和について」
トランタン倶楽部代表取締役
本学客員教授　佐藤美恵子氏

平成 29 年 4 月 19 日（水）
　　　　　　　26 日（水）
　　　　　5 月 3 日（水）

２. 金融リテラシーへの招待
日本銀行盛岡事務所長　齋藤聡氏

平成 29 年 4 月 26 日（水）

５. 税金の話～税金はどのように使われているか、
　　　　　　　　　　　サラリーマンにかかる税金

花巻税務署長　樫野壮一郎氏
5 月 11 日（木）

７. 資産形成②（お金を殖やす）
　　　　　　　　～余裕資金、リスク、株式等

日本証券業協会　専任主事　飯島一夫氏
5 月 25 日（木）

８. 資産形成③（お金を殖やす）
　　　　～リスクとリターン、リスクコントロール

日本証券業協会　専任主事　飯島一夫氏
6 月 1 日（木）

第1回

「杜氏として生きる」
廣田酒造南部杜氏　小野裕美氏
5 月 10 日（水）
　　17 日（水）
　　24 日（水）

会　場：富士大学 541教室
回　数：学生向けには 15 回
　　　　一般公開は４回
時　間：15:50 ～ 17:20（90 分間）
受講料：無料

第2回

「女性の活躍出来る社会を目指して」
岩手県議会議員

本学客員准教授　千葉絢子氏

5 月 31 日（水）
6 月 14 日（水）

第3回

「女性としての生活マナー」
現代礼法研究所

マナーデザイナー　熊澤厚子氏

6 月 21 日（水）
　　28 日（水）
7 月 5 日（水）

第4回

お問い合わせ

影山教授（担当教員）
Tel  0198-23-6221

受付は締め切りました。

岩手県政策地域部副部長
兼政策推進室長
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W
ak

an
a 

Sa
wa

ta
ish

i

　
今
思
え
ば
、
こ
の
大
学
で
過
ご
し
た 

4
年
と
い
う
時
間

は
、
長
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
行

き
ま
し
た
。
そ
し
て
本
日
無
事
に
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
先
生
方
を
は
じ
め
、
家
族
、
先
輩
方
、
周

り
の
友
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
私
は
入
学
と
同
時
に
地
元
秋
田
県
を
離
れ
、
寮
で
の
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
土
地
で
の
一
人
暮

ら
し
と
い
う
、
自
立
へ
の
第
一
歩
に
期
待
と
不
安
を
感
じ

た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
大
学
生
活
で
は
、「
自
主

的
に
行
動
し
積
極
的
に
学
ぶ
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
経

済
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
興
味
の
あ
る
分
野
の
い
ろ
い
ろ
な

資
格
取
得
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
様
々
な
知
識
を

得
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
幅
が
広
が
り
、
よ
り
一
層
成

長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
部
活

学
部
卒
業
生
を
代
表
し
て

大
学
院
修
了
生
を
代
表
し
て

Yu
ic

hi
 S

eg
aw

a

　
本
年
の
修
了
生
総
代
の
選
考
に
は
、「
飲
み
会
へ
の
出
席

率
と
お
酒
の
消
費
量
が
加
味
さ
れ
た
ら
し
い
」
と
の
噂
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
噂
に
め
げ
ず
に
一
言
御
礼
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
、
3
年
前
、
特
別
社
会
人
入
試
で
本
学
大
学
院
に

入
学
い
た
し
ま
し
た
。
入
学
に
際
し
て
は
、
小
中
学
生
の

子
の
親
で
あ
り
、
自
分
を
優
先
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
親
と

し
て
無
責
任
で
は
な
い
の
か
と
い
う
背
徳
感
が
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
50
代
で
の
挑
戦
は
、
無
謀
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
り
か
ら
の
応
援
・

協
力
が
あ
っ
て
の
、
一
大
決
心
で
し
た
。

　
1
年
目
は
学
部
で
の
講
義
で
し
た
。
最
も
苦
労
し
た
の

は
、
前
期
末
の
試
験
と
花
の
収
穫
（
仕
事
）
と
親
類
・
近

所
で
の
3
件
の
不
幸
が
重
な
っ
た
時
で
、
体
が
3
つ
欲
し

か
っ
た
で
す
。

　
2
年
目
は
、
大
学
院
1
年
生
と
し
て
の
講
義
で
し
た
。

す
べ
て
が
発
表
形
式
の
授
業
で
、
つ
い
て
い
け
る
の
か
不

安
で
し
た
。
そ
し
て
集
中
講
義
は
疲
労
困
ぱ
い
し
ま
し
た
。

　
3
年
目
は
、
論
文
に
集
中
し
た
1
年
で
し
た
。
途
中
何

度
も
「
そ
し
て
僕
は
途
方
に
暮
れ
る
」
と
い
う
昔
流
行
し

た
曲
の
フ
レ
ー
ズ
が
頭
の
な
か
を
駆
け
巡
っ
て
の
苦
し
い

も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
楽
し
い
3
年
間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
税
理
士

事
務
所
で
の
実
務
経
験
を
重
ね
、
税
理
士
と
な
り
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
並
び
に
先
輩
・
同
輩
・
後
輩

に
は
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

動
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験
を
と
お
し
て
礼
儀
や
協
調
性
が

身
に
付
き
、
社
会
人
を
め
ざ
す
上
で
有
意
義
な
時
間
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
卒
業
生
は 

4 

月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
歩
ん

で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
で
恩
返
し
と
な
る
よ
う
、
日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
先
、
辛
く
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
壁
に
直
面
し
て
も
、
富
士
大
学
で

培
っ
た
知
識
・
技
能
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
を
糧
に
、

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、私
た
ち
を
支
え
、温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
大
学
関
係
者
の
皆
様
に
、
卒
業
生

一
同
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

瀬
川
　
裕
一

経
営
情
報
学
科
　
学
士
（
経
営
情
報
学
）

経
済
・
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
科
　
修
士

（
経
済
学
）

澤
田
石
　
若
菜

秋
田
：
秋
田
商
業
高
出
身

さ
わ
た
い
し
　
　
わ
か
な

せ
が
わ
　
　
ゆ
う
い
ち

平
成
28
年
度

平
成
28
年
度

富
士
大
学
卒
業
式・大
学
院
修
了
式

　
平
成
28
年
度
卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式
が
3
月
17
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
、花
巻
市
文
化
会
館
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
学
部
卒
業
生
総
代
の
澤
田
石
若
菜
さ
ん（
経
営
情

報
学
科
）に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
、大
学
院
修
了
生
総
代
の

瀬
川
裕
一
さ
ん（
大
学
院
修
士
課
程
）に
学
位
記
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
ド
ラ
フ
ト
2
位
指
名
で
入
団

し
た
小
野
泰
己
投
手
ら
15
名
が
表
彰
（
学
業
成
績
優
秀
賞
・

学
術
論
文
優
秀
賞
・
課
外
活
動
優
秀
賞
）を
受
け
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

学
長
表
彰
受
賞
者

▼ 

経
済
学
部 

▲

▼ 

大
学
院 

▲

澤
田
石
若
菜

袴
田
　
千
聖

倉
光
　
駿
輝

中
島
　
由
貴

小
笠
原
　
亮

櫻
田
奈
緒
子

本
宮
　
美
奈

渡
辺
　
彩
奈
　

阿
部
　
将
成

学
業
成
績
優
秀
賞 

修
士
論
文
優
秀
賞 

小
野
　
泰
己

金
　
　
東
泳

髙
橋
　
瑛
未

濱
田
　
祥
伍

福
井
　
　
愛

與
那
覇
日
菜
子

課
外
活
動
優
秀
賞 
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長   

木
村  

毅

教員採用試験対策講座Ⅰ（保健体育）

金融機関志願者特別セミナー①

就職ガイダンス①（ナビ登録等）

教員採用試験対策講座Ⅱ（実践編）

教員採用試験対策講座Ⅲ（小論文指導）

就職ガイダンス②（ナビ登録等）

日商簿記検定対策講座①（３級）

公務員（公安関係）説明会⑥＜岩手県警察＞

金融機関志願者特別セミナー②

教員採用試験模擬テスト

就職応援ガイダンス③

公務員試験模擬テスト

日商簿記検定対策講座②（１級）

金融機関志願者特別セミナー③

第146回日商簿記検定（１･２･３級）

会社説明会（東北私立大学主催）⑦

教員採用試験対策講座Ⅳ（保健体育実技）

労働関係法規セミナー（キャリア形成論Ⅳ）

小型特殊免許取得講座

4月上旬

4月12日（水）

4月中旬

4月19日（水）

4月19日（水）

4月26日（水）

4月下旬

4月下旬

4月下旬

5月 9日（火）

5月上旬

5月中旬

5月中旬

6月11日（日）

6月（未定）

6月下旬

7月上旬

7月中旬

7月下旬

7月下旬

3•4年

3•4年

4年

3•4年

4年

3•4年

4年

4年

全学年

3•4年

4年

4年

4年

4年

全学年

4年

全学年

4年

4年

3•4年

4年

4年

全学年

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

仙 台

本 学

本 学

本 学

本 学

花巻市

花巻商工
会議所

公務員（公安関係）説明会④
＜警察、刑務、海上保安、消防､自衛官＞

公務員試験対策講座Ⅰ（実践編）
＜市職員、警察官、消防官他＞

教員採用試験対策講座Ⅳ（2次対策）
（実技＝水泳・ダンス・器械体操・柔道）

公務員（公安関係）説明会⑧（学内）
＜警視庁、自衛隊＞

4月14日（金）
　　　～毎週金曜（10回）

4月19日（水）
　　　～毎週水曜（10回）

4月26日（水）
　　　～毎週水曜（10回）

月

4
月

5
月

6
月

7
月

期　間 対象 会場事　業　名

ＩＴパスポート対策講座（予定）

日商簿記検定対策講座③（３級）

インターンシップ（キャリア形成論Ⅱ）

教員採用試験対策講座Ⅴ（教職教養編）

第147回日商簿記検定（１･２･３級）

女子学生のための就活ファッションセミナー

男子学生のための就活ファッションセミナー

教員採用試験対策講座Ⅵ（採用試験の概要）

就職支援相談会（４年）

日商簿記検定対策講座④(３級）

日商簿記検定対策講座⑤(２級）

教員採用試験対策講座Ⅶ（保健体育）

金融機関志願者特別セミナー④

「面接」セミナー①

「面接」セミナー②

「エントリシート、履歴書」セミナー①

企業研究会

「エントリーシート、履歴書」セミナー②

第148回日商簿記検定試験 (２級・３級）

マイナビ就職セミナー①

リクナビ就職セミナー②

企業合同説明会

8月上旬

9月上旬～（20回）

10月上旬

10月上旬

11月上旬～（10回）

11月15日（水）

11月19日（日）

12月6日（水）

12月6日（水）

12月上旬

12月上旬

12月上旬

1月上旬

1月10日（水）

1月17日（水）

1月30日（火）

1月31日（水）

2月1日（木）

2月25日（日）

3月上旬

3月上旬

3月（未定）

4年

全学年

全学年

2•3年

2年

2年

2年

2•3年

3年

全学年

3年女子

3年男子

3年

4年

全学年

全学年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

全学年

3年

3年

3年

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

本 学

仙 台

盛 岡

仙 台

花巻商工
会議所

9月下旬
　　　～毎週水曜（10回）

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

8月 教員採用試験対策講座Ⅳ（2次対策）
（面接・実技：水泳）

公務員対策講座Ⅱ（基礎編）
（市職員、警察官、消防官他）
インターンシップ事前講座①キャリア形成論Ⅱ
（ビジネスマナー）
インターンシップ事前講座①キャリア形成論Ⅱ
（産業人講話）

就職ガイダンス④
（就職活動の取り組み・ナビ登録）

10月4日（水）
　　　　～（10回）

10月30日（月）
　　～ 11月24日（火）

12月上旬
　　　～毎週水曜（10回）
12月上旬
　　　～毎週水曜（10回）

卸売業・小売業
㈱薬王堂
ブリヂストンタイヤジャパン㈱
キャタピラーウエストジャパン
㈱ヨークベニマル
㈱ヨークマート
イオンリテール㈱
東京日野自動車㈱
㈱ゲオHD
小松物産㈱
㈱スチール
みちのくコカ・コーラボトリング㈱
日産プリンス神奈川販売㈱
岩手トヨタ自動車㈱
岩手トヨペット㈱
日産部品岩手販売㈱
日産チェリー岩手販売㈱
南ホンダ自動車㈱
日産プリンス福島販売㈱
福島トヨペット㈱
山形ダイハツ販売㈱
エムケーカシヤマ㈱
㈱アインHD
㈱シンエイシステム
㈱中村商会
いわて生活協同組合
㈱伊徳
㈱ナイス
㈱シティーヒル
㈱とみひろ
㈱八幡自動車商会
㈲工藤舗装
岩手紫波運輸㈲

北海道
東京都
東京都
東京都
福島県
東京都
千葉県
東京都
愛知県
宮城県
大阪府
岩手県
神奈川県
岩手県
岩手県
岩手県
岩手県
岩手県
福島県
山形県
長野県
北海道
岩手県
岩手県
岩手県
秋田県
秋田県
大阪府
山形県
山形県
岩手県
岩手県

金融業・保険業
㈱東邦銀行
㈱北都銀行
㈱トラストライフ
盛岡信用金庫
北上信用金庫
山形信用金庫

福島県
秋田県
宮城県
岩手県
岩手県
山形県

教育・学習支援業
盛岡大学付属高等学校
学校法人智辯学園高等学校
学校法人滋賀学園高等学校
沖縄県高校教員講師

岩手県
奈良県
滋賀県
沖縄県

情報･通信業
西日本電信電話㈱
ＩＣＴラボラトリーズ㈱
北日本コンピュータサービス㈱

大阪部
東京都
秋田県

生活関連サービス業、娯楽業
㈱阪神タイガース
㈱ IBLJ（四国アイランドリーグ）
ALSOK山形㈱
現代モービス㈱

兵庫県
香川県
山形県
韓　国

宿泊業、飲食サービス業
日本マクドナルド㈱
日本総業㈱

山形県
東京都

公　務
自衛隊（陸上、航空）
つがる市役所
岩手県警察本部
沖縄県警
福島市消防本部

宮城県
青森県
岩手県
沖縄県
福島県

複合サービス事業
岩手県森林組合
新岩手農業協同組合
花巻農業協同組合
さがえ西村山農業協同組合

岩手県
岩手県
岩手県
山形県

医療、福祉
医療法人財団百葉の会
長谷川HD
ハイデイ日高
医療法人財団百葉の会
医療法人公徳会佐藤病院
社会福祉法人みゆき福祉会

東京都
東京都
東京都
東京都
山形県
山形県

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援
就
職
に
強
い
富
士
大
学

　

大
学
生
の
就
職
活
動
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
多

く
の
学
生
は
３
年
生
の
終
わ
り
か
ら
4
年
生
の

早
い
時
期
に
、
希
望
す
る
企
業
を
選
択
し
試
験

に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、

３
月
就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
、6
月
試
験
、10
月
内

定
通
知
、
が
お
お
よ
そ
の
日
程
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
現
実
は
4
〜
6
月
中
旬
ま
で
に
各
企
業

は
面
接（
試
験
）を
行
い「
内
々
定
」を
出
し
、10

月
ま
で
内
定
者
を
つ
な
ぎ
止
め
る
様
々
な
方
策

を
駆
使
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

本
学
で
も
基
本
的
に
就
職
活
動
期
間
に
合
わ

せ
て
学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、

部
活
動
、大
会
等
の
日
程
で
遅
れ
が
ち
に
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。短
期
決
戦
の
た
め
慌
て
て

企
業
を
選
択
し
、
長
時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
強
制
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

に
捕
ま
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
企
業
は
労
働
基
準
法
や
関

連
法
規
を
無
視
し
、
労
働
者
に
限
り
な
い
負
担

と
生
活
破
壊
を
も
た
ら
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、将
来
の
職
業
に
関
わ
る「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
の
充
実
が
一
層
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学
と
し
て
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
特
別
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
実
践
力
を
備
え
た
就
業
力
の

あ
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
1
年
生

か
ら
4
年
生
ま
で
必
履
修
科
目
と
し
て
履
修
さ

せ
、4
年
間
を
と
お
し
て
自
己
理
解
、職
業
理
解
、

企
業
研
究
、
就
職
活
動
の
実
際
を
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、2
年
生
で
は
全
員
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
体
験
さ
せ
、
企
業
研
究
や
職
業
観･

勤
労

観
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
離

職
率
も
全
国
・
県
と
比
較
し
て
も
か
な
り
低
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、こ
の
数
年
間

は
東
北･

北
海
道
の
経
済
系
の
私
立
大
学
で
実

就
職
率（
就
職
者
数
÷ （
卒
業
生
数－

 
大
学
院
進

学
者
数
））No.1
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

就
職
先
も
希
望
の
多
い
公
務
員
や
優
良
企
業

な
ど
へ
の
希
望
就
職
達
成
率
は
40
％
前
後
を
維

持
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
成
果
を
考
え
れ
ば
、

本
学
の
学
生
は
社
会
に
適
応
し
貢
献
で
き
る
人

材
と
し
て
成
長
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
今
、
震
災
復
興
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響

も
あ
っ
て
労
働
力
不
足
が
一
層
顕
在
化
し「
売

り
手
市
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者

雇
用
推
進
法
の
施
行
で
、
企
業
は
若
者
が
企
業

を
判
断
し
や
す
い
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革

や
労
働
時
間
が
話
題
に
な
っ
て
法
制
化
も
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
労
働
市
場
は
大
き
く

変
化
を
し
て
い
ま
す
。
本
学
が
実
施
し
て
い
る

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
本
学
の
卒
業
生

は
誠
実
で
協
調
性
に
優
れ
責
任
感
が
あ
る
と
い

う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
評
価

を
励
み
に
一
層
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
心

掛
け
、
学
生
の
よ
り
よ
い
人
生
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

不動産・物品賃貸業
㈱アパマンショップHD
土屋不動産㈱
㈱MAXIV
㈱トラスト・インベストメント
㈱マエムキHD
㈱シアーズホーム
㈱シリウス
㈲三栄リース

東京都
宮城県
東京都
東京都
東京都
熊本県
岩手県
岩手県

建設業
ライト工業㈱
㈱夢真HD
㈱ソリューション琉球

東京都
東京都
沖縄県

製造業
新日鐵住金㈱
日鉄住金スラグ製品㈱
旭鋼管工業㈱
スズキ㈱
㈱東海理化電機製作所
岩手森紙業㈱
六花亭製菓㈱
東北資材工業㈱
くみあい肥料㈱
㈱平野製作所
㈱エナジックスポーツシステム

千葉県
兵庫県
埼玉県
静岡県
愛知県
岩手県
北海道
岩手県
岩手県
岩手県
沖縄県

運輸業・郵送業
東日本旅客鉄道㈱
佐川急便㈱
ヤマトHD㈱
日本通運㈱
㈱丸和運輸機関
岩泉自動車運輸㈱

東京都
東京都
沖縄県
東京都
岩手県
岩手県

学術研究、専門･技術サービス業
税理士法人資産税務相談センター 東京都

電気･ガス･熱供給･水道業
沖縄電力㈱
東北公営企業㈱
㈱工藤酸素店

沖縄県
岩手県
青森県

業種別

平成29年度  キャリアセンター就職支援計画
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8
月
30
日
の
台
風
10
号
に
よ
る
被

災
地
岩
泉
町
は
、
寸
断
さ
れ
た
道
路

が
復
旧
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
が
進
ん
で
い
た
。

　

富
士
大
学
は
岩
泉
町
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、災
害
復
旧
・

復
興
の
支
援
を
す
る
べ
く
早
急
に
学

生
派
遣
体
制
を
整
え
、
多
様
な
形
で

活
動
で
き
る
よ
う
に
実
施
環
境
を
整

え
た
。

　

学
生
派
遣
第
１
陣
は
、
9
月
28
日

（
水
）、
運
動
部
の
希
望
学
生
、
職
員
、

計
21
人
が
現
地
岩
泉
町
中
里
地
区
に

向
か
い
、
堆
積
し
た
泥
の
除
去
作
業

な
ど
を
行
っ
た
。

　

学
生
派
遣
第
２
陣
は
、
10
月
4
日

（
火
）、
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
目

指
導
教
員
、
職
員
の
計
27
名
が
現
地

岩
泉
町
安
家
地
区
に
向
か
い
、現
地

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
指
揮
下
で
、
器
物
の
洗
浄
、

家
屋
周
囲
の
泥
除
去
、床
下
の
清
掃

な
ど
を
行
っ
た
。

　

第
1
、2
陣
と
も
、
大
学
早
朝
発
、

夕
刻
帰
着
、
往
復
7
時
間
か
か
る
た

め
、
活
動
時
間
は
4
〜
5
時
間
程
度

に
限
ら
れ
た
が
、
被
災
地
生
活
環
境

の
復
旧
を
少
し
で
も
前
に
進
め
た
い

と
い
う
思
い
で
、
黙
々
と
作
業
に
取

り
組
ん
だ
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
被

災
地
自
治
体
の
復
旧
復
興
プ
ロ
セ
ス

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

体
験
、
授
業
の
観
点
で
は
、
復
興
教

育
を
構
想
す
る
体
験
と
し
て
貴
重
な

も
の
と
な
っ
た
。

　

被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
旧
と
、

産
業
の
復
興
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

（
文
責
：
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
、

 

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

高
等
学
校

地
方
自
治
体

〔
平
成
28
年
度
〕

　

本
学
と
矢
巾
町
は
10
月
4
日
、
矢
巾
町
役

場
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で
岡
田
秀
二
学
長
と

高
橋
昌
造
町
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
を
し
、

笑
顔
で
握
手
を
交
わ
し
連
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

目
的

　

地
域
の
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、
そ
の
解

決
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
持
続
的
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

連
携
・
協
定
事
項

①
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
す
る
こ
と

②
地
域
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

③
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と

④
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

　

新
た
に
岩
手
県
立
西
和
賀
高
等
学
校
・
岩

手
県
立
岩
泉
高
等
学
校
と
高
大
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
自
治
体
と
連
携
し
、
故
郷
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
「
地
域
定
住
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
推
進
し
て
お
り
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
協
定
校
か
ら
入
学

し
た
学
生
は
、
大
学
で
専
門
知
識
や
地
域
に

関
す
る
学
び
を
深
め
、
将
来
的
に
地
元
に
定

住
し
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

協
定
は
高
大
連
携
の
ほ
か
、
地
域
社
会
の

課
題
解
決
や
災
害
へ
の
相
互
支
援
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
お
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
研

究
も
行
い
ま
す
。

　

2
月
10
日
、
岡
田
学
長
が
北
海
道

栗
山
高
等
学
校
で
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
講
演
会
は
北
海
道
か
ら
「
小

中
高
一
貫
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
事
業
」
の
研
究
指
定
を
受
け
て

い
る
栗
山
高
等
学
校
が
、
く
り
や
ま

塾
と
し
て
同
窓
会
長
、
栗
山
町
長
を

招
い
て
行
っ
た
講
演
会
に
引
き
続
き
、

今
回
で
3
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

本
学
に
と
っ
て
も
高
大
連
携
を
進

め
て
き
て
、
昨
年
6
月
に
そ
の
第 

1

 

号
と
し
て
協
定
を
結
ん
だ
栗
山
高
校

で
講
演
を
実
施
で
き
た
と
い
う
こ
と

は
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

　

講
演
に
は
1
、2
年
生
の
生
徒
、職

員
の
ほ
か
地
元
小
中
学
校
の
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
180
名
ほ
ど
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
地
球
と
地
域
を
救
う
緑

の
産
業
革
命
」
で
、
学
長
が
栗
山
町

出
身
と
い
う
こ
と
か
ら
生
徒
か
ら
い

く
つ
か
質
問
も
寄
せ
ら
れ
、盛
況
の
う

ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

● 

皆
さ
ん
の
、今
後
の
進
路
や
、職
業

選
択
の
参
考
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

● 

社
会
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て

● 

地
球
、世
界
、地
域
、人
間
の
全
て

が
危
機
状
況
↓
脱
・
危
機
構
造
へ
急

ご
う

● 

目
指
す
社
会
経
済
は
低
炭
素
循
環

型
社
会
↓「
緑
の
産
業
革
命
」が
必
要

● 「
緑
の
産
業
革
命
」の
実
現
可
能
性

● 

開
学
の
理
念
と
精
神
に
つ
い
て

● 

地
域
貢
献
の
取
り
組
み

岡
田
学
長
が
北
海
道
栗
山
高
等
学
校
で

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
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西
和
賀
高
等
学
校

矢
巾
町

岩
泉
高
等
学
校

岩泉町災害復旧復興支援ボランティア 2016年
9月・10月

高橋昌造矢巾町長瀬川ひとみ西和賀校長茂庭隆彦岩泉校長

第2部
「
緑
の
産
業
革
命
」を

　
　
　
　
　
　
起
こ
そ
う

第１部

岡
田
の

社
会
科
学
研
究
者
へ
の
道

第3部

栗
山
高
校
と
協
定
を
結
ん
だ

　
　
　
　
富
士
大
学
の
特
徴



　
11
月
9
日
、盛
岡
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ

主
催
「
第
26 
回
外
国
人
に
よ
る
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」が
盛
岡

市
の
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
大
学
院  

3  

年
の
張  

倩
銘（
ち
ょ
う  

せ
い
め
い
）さ
ん
と
、

短
期
留
学
生
の
張  

頴（
ち
ょ
う  

え

い
）さ
ん
の
中
国
留
学
生  

2  

名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、「
日
本

に
来
て
感
じ
た
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
、

岩
手
県
内
に
留
学
し
て
い
る
外
国
人  

22  

名
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、

張  

倩
銘
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
あ
た
る

盛
岡
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
賞
を
、張  

頴
さ

ん
は
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
の
同
賞
受
賞
は  

4  

人
目

と
な
り
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

2
月
に
実
施
さ
れ
た
全
日
本
学
生
柔
道

連
盟
主
催
の
ハ
ワ
イ
研
修
に
、
団
長
と
し

て
参
加
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
島
の
ヒ
ロ
で
は
、
数
か
所
の
道

場
の
門
下
生
と
柔
道
交
流
を
行
っ
た
。多

世
代
の
愛
好
者
が
多
数
集
ま
っ
て
の
合
同

稽
古
だ
っ
た
が
、み
な
目
を
輝
か
せ
て
積
極

的
に
臨
ん
で
い
た
。
ヒ
ロ
で
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
だ
っ
た
こ
と
と
、
歓
迎
会
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
で
現
地
の
人
た
ち
と
の
交
流
が

多
く
、
研
修
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

　

そ
の
後
オ
ア
フ
島
ホ
ノ
ル
ル
へ
移
動
し
、

各
道
場
で
は
学
生
が
指
導
者
と
な
り
、
自

分
た
ち
の
得
意
技
を
紹
介
し
た
。
パ
ー
ル

シ
テ
ィ
ー
高
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
柔
道
連

盟
会
長
の
ケ
ビ
ン　

ア
サ
ノ
先
生
が
指
導

さ
れ
て
い
る
ハ
ワ
イ
で
最
も
大
き
い
柔
道

ク
ラ
ブ
を
中
心
に
約
300
人
以
上
で
柔
道
交

流
を
行
っ
た
。
要
望
が
あ
り
、「
柔
道
の
礼
」

に
つ
い
て
話
す
こ
と
に
な
っ
た
。
会
長
は

じ
め
各
高
校
・
道
場
の
先
生
方
に
は
初
め

て
耳
に
す
る
内
容
だ
っ
た
よ
う
で
、
講
演

後
は
た
く
さ
ん
握
手
を
求
め
ら
れ
、
反
響

の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

　

ヒ
ロ
で
も
ホ
ノ
ル
ル
で
も
、現
地
の
人
々

か
ら
大
変
歓
迎
さ
れ
、
各
道
場
で
楽
し
く

交
流
で
き
素
晴
ら
し
い
研
修
だ
っ
た
。
参

加
メ
ン
バ
ー
全
員
が
目
的
を
し
っ
か
り
持

ち
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
意
欲
的
に
臨

ん
で
く
れ
た
こ
と
も
成
功
の
理
由
で
あ
る
。

参
加
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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※詳しくは「富士大学入学者選抜実施要項・入学願書 2018」またはウェブサイトをご覧ください。

経済学部 /経済学科・経営法学科

指定校推薦 公募推薦 学力優秀者・資格取得者スポーツ推薦

AO入試・社会人入試 推薦入試 地域・高校
連携協定校
特別入試

特待生入試 一般入試 センター入試 編入・転入入試 留学生
入試

6/5（月）

～

8/10（木）

面接試験
8/25（金）

面接試験
10/5（木）

面接試験
12/15（金） 11/2（木） 12/15（金） 12/15（金） 11/2（木）12/15（金） 2/9（金） 2/9（金） 2/9（金）3/9（金） 3/9（金）

8/28（月）

～

9/22（金）

9/25（月）

～

11/24（金） 10/13（金）

～

10/25（水）
消印有効

11/21（火）

～

12/8（金）
消印有効8/4（金）

～

8/18（金）
消印有効

9/15（金）

～

9/29（金）
消印有効

11/21（火）

～

12/8（金）
消印有効

11/21（火）

～

12/8（金）
消印有効

11/21（火）

～

12/8（金）
消印有効

2/5（月）

～

2/28（水）
消印有効

2/5（月）

～

2/28（水）
消印有効

2/5（月）

～

2/28（水）
消印有効

10/13（金）

～

10/25（水）
消印有効

1/4（木）

～

1/31（水）
消印有効

1/4（木）

～

1/31（水）
消印有効

1/4（木）

～

1/31（水）
消印有効

1/4（木）

～

1/31（水）
消印有効

平成30年度入試案内
 I 期 II 期 III期  I 期 II 期

 I 期 II 期
 I 期 II 期 I 期 II 期

出
願
期
間

試験会場 本学・札幌 本学・札幌

職業会計人・
商業科教員養成
特待生入試

12/15（金）

11/21（火）

～

12/8（金）
消印有効

本学本学 本学 本学 本学本学・札幌・沖縄 本学・仙台・東京

大学入試センター試験
平成30年1/13（土）・1/14（日）試験日

 I 期 II 期自己PRカード提出期間

願 書 等 提出期 間

　

経
済
学
部
平
成
10
年
3
月
卒
業
生
で
、
富

士
大
学
大
学
院
第
6
期
生
平
成
22
年
3
月
修

了
生
の
中
里
秀
雄
さ
ん
が
平
成
28
年
度
第
66

回
税
理
士
試
験
に
お
い
て
、「
消
費
税
法
」に

合
格
し
ま
し
た
。

　

こ
の
合
格
に
よ
り
「
修
士
の
学
位
に
よ
る

税
理
士
試
験
科
目
の
免
除
」
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
平
成
29
年
３
月
１
日
付
で
税

理
士
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

中
里
さ
ん
は
本
学
卒
業
後
、
父
親
の
経
営

す
る
中
里
工
業
㈱
に
入
社
。
そ
こ
で
顧
問
税

理
士
か
ら
提
出
さ
れ
る
財
務
諸
表
が
示
す
数

字
本
来
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
、
税
理
士
に

聞
い
て
も
、
そ
の
説
明
す
る
意
味
も
分
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
会
社
経

営
に
対
す
る
不
安
へ
と
繋
が
り
会
計
学
の
勉

強
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
で
税
理
士
試
験
に

挑
戦
す
る
こ
と
と
な
り
、「
簿
記
論
」
と
「
財

務
諸
表
論
」
の
会
計
学
科
目
を
突
破
。
平
成

20
年
4
月
に
本
学
大
学
院
に
入
学
し
租
税
法

に
関
す
る
修
士
論
文
を
執
筆
し
平
成
22
年
3

月
本
学
大
学
院
を
修
了
し
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
中
里
工
業
㈱
の
代
表
取
締
役
を

務
め
な
が
ら
税
理
士
登
録
の
準
備
も
す
す
め

て
い
く
予
定
で
す
。

卒
業
生 

中
里
秀
雄
さ
ん
が

税
理
士
試
験
に
合
格

日本語スピーチコンテストで
最優秀賞受賞

　前学長の藤原隆男名誉学長
が、平成28年秋の叙勲で瑞宝
中綬章を受章されました。

藤
原
隆
男
名
誉
学
長
が

瑞
宝
中
綬
章
受
章

　

毎
年
恒
例
の
海
の
日
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
7
月
17
日（
月
）、

5
号
館
階
段
教
室
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
学
部
、
学
科
、
少
人
数

ゼ
ミ
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
や
就

職
支
援
、
各
種
資
格
取
得
講
座
や

就
職
対
策
講
座
な
ど
の
説
明
、
在

学
生
と
の
懇
談
や
キ
ャ
ン
パ
ス
案

内
を
実
施
予
定
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

さ
れ
た
方
に
は
富
士
大
学
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

電話、メール、ウェブサイトの
メールフォームで予約。
当日参加も可。

0198-23-7974

fujiuniv.n@gmail.com

夏のオープンキャンパスを開催します。2017
申し込み

入試係

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟

　
　
ハ
ワ
イ
研
修
に
思
う

柔
道
部
監
督  

佐
々
木
安
廣
教
授

（
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
理
事
）
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12  

月  

6  

日（
火
）本
学
応
接
会
議
室
に
お
い
て
、2016

  

希
望
郷
岩
手
大
会
選
手
団
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
協
力
校
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
学
か
ら
多
数
の
学
生
が
選
手
団
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。そ
の
感
謝
の
意
を
表
す
た
め

岩
手
県
国
体
・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
局 

障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
課 

総
括
課
長  

工
藤
啓
一
郎
氏
が

来
学
さ
れ
、岡
田
学
長
へ
感
謝
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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童
話
大
賞
表
彰
式

　
〜
賢
治
の
ま
ち
か
ら
〜
第
16 

回
全

国
高
校
生
童
話
大
賞
表
彰
式
が
12
月 

25 

日（
日
）に
な
は
ん
プ
ラ
ザ（
花
巻

駅
前
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
主
催
：
富

士
大
学
・
花
巻
市
・
花
巻
市
教
育
委

員
会
、
共
催
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
）

　

受
賞
者
、
家
族
、
選
考
委
員
ほ
か

約
100
名
が
出
席
し
、「
金
の
星
賞
」1

名
と
「
銀
の
星
賞
」
３
名
に
表
彰
楯

等
が
贈
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
巻
農
業
高
校
鹿
踊
部
生

徒
に
よ
る
鹿
踊
（
し
し
お
ど
り
）
の

披
露
と
花
巻
北
高
校
放
送
部
生
徒
に

よ
る
大
賞
作
品
の
朗
読
が
あ
り
、
素

晴
ら
し
い
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た

（
今
回
の
応
募
総
数
は
1,076
篇
、
高
校

数
：
194
校
）。

　

創
作
童
話
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
創
り
、
生
き
て
い
く
人
々
の
心
を

育
む
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事

業
が
高
校
生
の
文
芸
活
動
を
支
援
し
、

多
く
の
関
係
者
に
郷
土
の
文
化
資
源

へ
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
る
よ
う
に
今
後
も
継
続
発
展
さ

せ
て
企
画
実
施
に
努
力
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
作
品
（
大
賞
・
優
秀
賞
）
は
童
話
大

賞
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.koukousei-douw

a.jp/ 

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。過
去
作

品
と
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▶金の星賞（大賞）
　　　佐藤 綾香さん（岩手県立水沢高校 3 年）「弱虫鬼ごっこ」
▶銀の星賞（優秀賞）
　　　佐藤 礼菜さん（岩手県立水沢高校 3 年）「影隠し」
　　　内田 夏鈴さん（東京都 立教女学院高校 3 年）「ひとりで電車に乗った日」
　　　小山 夏子さん（神奈川県 カリタス女子中学高校 1 年）「本の虫」
▶銅賞（佳作）
　　　小河 碧峰さん（群馬県立前橋女子高校 1 年）「雪とうそつき」
　　　菊地 結衣さん（埼玉県立浦和第一女子高校 1 年）「たまきのたましい」
　　　木村 かのんさん（東京都 聖心女子学院高等科 1 年）「かしの木の山」
　　　羽鳥 友稀さん（静岡県立沼津東高校 2 年）「形或るもの」
　　　朱宮 奈々葉さん（愛知県立一宮南高校 1 年）「とべない僕ら」
　　　中村 燎平さん（福岡県立筑紫丘高校 2 年）「水色の秘密基地」
　　　泉 侑紀さん（熊本県 有明高校 2 年）「あぶらあげ」

　
第
50
回
富
士
大
学
大
学
祭「
紫
陵
祭
」が
平
成

28
年
10
月
15
日（
土
）、16
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は〝
N
E
X
T
次
〞。

　
両
日
と
も
に
快
晴
に
恵
ま
れ
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
で〝
大
槌
城
山
虎
舞
〞
の
披
露
、菅
原
修
さ

ん
の〝
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
〞な
ど
が
あ
り
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、2
日
目
は〝
ア
ル
コ
＆
ピ
ー
ス
〞さ
ん
、

〝
馬
鹿
よ
貴
方
は
〞さ
ん
に
よ
る「
お
笑
い
ラ
イ

ブ
」、2
組
の
コ
ン
ト
で
会
場
は
笑
い
声
で
一
杯

に
な
り
ま
し
た
。

　
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、模
擬
店
や
展
示
等
で
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
G
T
R
の
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
約
70
台
の
G
T
R
が
県
内
外

各
地
か
ら
勢
揃
い
し
圧
巻
で
し
た
。

　
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
様
、模
擬
店
等

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第50回
紫陵祭

希望郷岩手大会選手団
サポートボランティア
養成協力校に対する感謝状贈呈
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連絡は広報係まで E-mail  fuji-kou@fuji-u.ac.jp

　
現
在
、
私
は
平
日
に
仕
事
を
し
な
が
ら
、
土
日
に
J
リ
ー
グ
の

審
判
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
終
え
て
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
週
末
に
移
動
、
試

合
を
し
て
自
宅
に
帰
る
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
範
囲
は
47
都

道
府
県
な
の
で
、
試
合
後
そ
の
日
の
う
ち
に
家
ま
で
た
ど
り
着
け

ず
、
夜
行
バ
ス
で
帰
り
そ
の
ま
ま
仕
事
場
に
行
く
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
休
日
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
活
動
だ
け
を
考
え
た
ら
、
誰
に
も
オ
ス
ス
メ
で
き
る
よ
う
な
仕

事
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。年
齢
を
重
ね
て
も
日
々
一
人
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
、身
体
を
追
い
込
ま
な
い
と
い
け
な
い
。試
合
を
し
っ

か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
称
賛
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し

審
判
活
動
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
上
が
れ
ば
試
合
の
質
も
上
が
り
、
ま
た
新
た
な

刺
激
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、
審
判
員
も
質
の
高
い
方
々
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
上
級
の

審
判
員
の
方
は
自
己
分
析
能
力
が
す
ご
く
長
け
て
お
り
、
客
観
的

に
自
分
を
見
て
Q
＆
A
を
繰
り
返
し
修
正
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

の
部
分
は
仕
事
で
も
ど
ん
な
時
で
も
役
立
つ
能
力
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
身
近
で
体
験
で
き
る
の
で
、
辞
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
学
生
時
代
か
ら
J
リ
ー
グ
の
舞
台
は
憧
れ
で
、
テ
レ
ビ

で
見
て
い
た
華
々
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
に
自
分
も
立
ち
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
生
時
代
は
怪
我
が
多
く
辛

い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、J
リ
ー
グ
の
舞
台
が
諦
め
ら

れ
な
か
っ
た
。今
の
自
分
よ
り
少
し
で
も
成
長
し
た
い
。少
し
で
も

上
の
ス
テ
ー
ジ
に
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
今
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、自
分
ひ
と
り
で
は
た
ど
り
着
け
る
場
所
で
は
な
く
、家
族

や
職
場
の
方
々
や
関
係
す
る
多
く
の
方
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
で
す
。
こ
の
気
持
ち
も
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
方
も
、
日
々
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。い
っ
て
み
よ
う
！
や
っ
て
み
よ
う
！
で
、

な
ん
で
も
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

FUJI UNIV 情報を発信しています
Facebook富士大学  広報係

佐藤 誠和さん
平成17年
経済学部経済学科卒　サッカー部

さとう   ともかず

●出身：福島県立会津工業高校●勤務 : 有限会社 誠和
　　　  公益財団法人 日本サッカー協会所属　　　  １級審判員 J２リーグ主審担当 M

essage

Tomokazu Sato
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4月3日～7日
4月8日
4月10日～14日
4月10日
4月20日～21日
5月
7月～9月
7月
7月21日
7月24日～29日
7月31日～9月8日
9月上旬
9月8日～10日

●在学生ガイダンス・履修登録・健康診断
●入学式
●新入生ガイダンス・履修登録・健康診断
●前期授業開始
●新入生学外オリエンテーション
●学友会総会
●図書館司書・司書補講習
●夏のオープンキャンパス
●前期授業終了日
●前期定期試験
●夏季休業
●父母懇談会
●花巻まつり

9月11日
10月14日～15日
11月
12月
12月25日～1月5日
1月9日
1月13日～14日
1月16日
1月19日～26日
1月29日～3月30日
3月16日

●後期授業開始
●紫陵祭
●専門演習発表会
●教養演習発表会
●冬季休業
●後期授業再開
●大学入試センター試験
●後期授業終了日
●後期定期試験
●春季休業
●卒業式

平成29年度 学事予定

前
　
　
　
期

後
　
　
　
期

C
A
m
p
u
s
 C
a
l
e
n
d
a
r

2年生春季リーグ戦でリーグ戦初登板。6回1安打無失点で初登板初勝利。
当時のエース多和田（現・埼玉西武ライオンズ）との2枚看板でこの年29年ぶりの春・
秋連続優勝に貢献する。
3年時の秋季リーグ戦　4勝0敗で4季連続優勝に貢献。最優秀防御率のタイトルを獲得。
4年時の春季リーグ戦　優勝もプレーオフまでもつれる。ここでエ―スの意地を見せ
2試合で16回を投げ1失点25奪三振の好投でチームの5季連続優勝に貢献。
6月の全日本大学野球選手権大会では2試合に先発。
初戦の京都産業大学戦では、5回 1/3を投げチームの勝利に貢献。
2回戦亜細亜大学戦では、制球が乱れ5回 2/3で四死球5と苦しみ敗戦投手。
6月下旬に行われた第11回東北地区大学野球選手権大会では準決勝で青森大学戦に先発
し勝利をもたらす（2大会ぶりの優勝に貢献した。）
秋季リーグ戦では5勝0敗の活躍でチームの6季連続優勝に大きく貢献。
最優秀選手賞とベストナイン（投手）の2つのタイトルを獲得。

2014

2016
2015

平成6年（1994）年5月30日生。
 福岡県折尾愛真高等学校出身。184cm・71kg。
　 富士大学 経済学部 経営法学科　平成29年3月卒業。
　　 ポジション : 投手　投打 : 右投右打　リーグ戦通算 :14勝1敗　最速 :152km

profile

　  

10  

月  

20  

日
、本
学
硬
式
野
球
部
の

小
野
泰
己
投
手（
当
時
4  

年
）が
プ
ロ

野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に
お
い
て
、
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
か
ら  

2  

位
指
名
を
受

け
ま
し
た
。

　
記
者
会
見
で
小
野
投
手
は
「
高
校

の
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る

の
が
夢
だ
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。
阪
神
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
あ
る
甲
子
園
は
高
校
生
の
頃
目
標

に
し
て
い
た
場
所
な
の
で
、
感
激
で

す
。
富
士
大
学
で
の
4
年
間
で
持
ち

味
の
ス
ト
レ
ー
ト
が
成
長
し
た
の
で
、

こ
れ
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

小野泰己投手
阪
神

小
野
泰
己
投
手

お 

の
　
た
い
き

O
B


